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【はじめに】当院では国際医療救援拠点病院 ( 以下国際拠点病院 ) の役
割のひとつである人材育成において、2007 年から「国際医療救援部




【背景】2007 年～ 2014 年 3 月までに 17 名 ( 院内 10 名、他赤十字 5 名、





























【はじめに】北海道 U 郡 U 町は人口流出や少子高齢化などにより人
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【はじめに】人道支援組織におけるロジスティクスを「物の輸送」
と一言で片づけるには少々難がある。スポットライトを浴びにくい
分野ではあるが、その活動範囲は広く、高い専門性を持つ。例えば
重要な任務である災害発生時の物資供給、これはあくまでロジス
ティクスの一つの過程であり、それを実現させるために多くの人材、
時間、幅広い知識が日々費やされている。
マレーシア・クアラルンプールにはアジア大洋州ゾーン（以下、
APZ）を統括する連盟オフィスがあり、ロジスティクスユニット（以
下、ZLU）では、赤十字のロジスティクス分野の向上を目的に各国
からトレーニー要員を受け入れている。演者は2013年11月から9ヶ
月間このポストへの派遣の経験を得たので、その活動を報告する。
【活動内容】ZLU は物流管理、各国赤十字社物流部門の開発援助、
物資調達、車両管理の 4 部門で構成されている。演者は主に物流管
理及び開発援助の分野に携わった。物流管理では APZ 内での災害
対応およびその備え、連盟倉庫の管理、備蓄物資の管理、これらに
関する関係各署とのレポーティング等を担当し、連盟ロジスティク
スのシステム習得に努めた。開発援助ではその一つにバングラデ
シュ赤新月社の倉庫改善事業を担当した。現場にて事業の立ち上げ
フェーズから携わり、課題や事業の有効性ならびに将来性を関係者
と共有し合いながら、一つひとつのプロセスを推し進めた。
【おわりに】オフィスならびにフィールドにて幅広い経験を得るこ
とができ、今後もロジスティクス要員として国内外での活動に励み
たい。また、「事務職員の専門職育成」および「病院事務職員の長
期派遣」についても関係各署と連携を取り、検討をしていきたい。
